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青森各界連は2日に横山北斗衆院議員（民主）、3日に平山幸司参院議員（民主）、7日に山崎力参院議員(自民)事務所を訪問しました。山崎事務所では、地元秘書が『国会の動向はつかめないのが正直なところ。（増税で）いろいろな弊害があることは聞いている。要請は先生に伝える』と答えました。八戸各界連の宣伝では、年金生活の人が「私たちが大変なのに、首相が命をかけて（税率を）あげるのか。みんなの生活が苦しくなるのは誰が考えてもわかる」と訴えてきました。

新婦人神奈川・磯子支部洋光台班は、「国会で消費税法案が通ったら大変」と会員8人で、洋光台駅で消費税のシール投票をしました。パネルを持って話しかけていくと、だんだん盛り上がり、1時間で43人が反対署名。「民主党が裏切った」と話しかけてくる男性などと対話が弾み、外に出て反対世論の強さを実感しました。新婦人は13日から20日まで、全国で「いっせいアクション行動期間」を位置づけるとともに、野田首相あて、谷垣自民党総裁あて、公明代表あてに抗議・「私は言いたい！」ハガキを取り組みます。
大阪・吹田各界連は10日、朝9時半から3時半までのロングラン宣伝を行い、延べ70人が参加し198人の署名を集めました。犬の着ぐるみ、プラスター、のぼりで目立つ宣伝は、子どもにも大人気。終了後は藤村修衆院議員(民主)の事務所、自民党吹田支部を訪問し、要請。藤村事務所の事務局長は「わからない」と無責任な回答に参加者の怒りが爆発しました。
長崎各界連は9日、週末地元に帰った山田正彦衆院議員と長崎空港のVIPルームで面談し「消費税で大変な国民・中小業者の実態を知ってほしい」と訴えました。山田議員は、「今、消費税を上げてはいけない。増税法案には反対票を投じるつもりだ。（大企業ばかりが優遇されるという発言を受けて）トヨタへの還付税額は2000億円だったか。10％になれば単純に倍になる。14日に超党派の集会を開く。ここにどれだけの人があつまるかが今後のカギになる」と話しました。
沖縄県議選結果・消費税増税に8割が反対
「野田政権の『一体改革』に厳しい審判」　＜琉球新報・社説＞
 昨10日、投開票の沖縄県議選では、野党・中道系が過半数の27議席を獲得し、沖縄県民は、より民主的な県政運営を選択しました。

選挙結果にふれた琉球新報（６月11日付）社説は、「当選者の中で『辺野古移設容認』を表明した人は１人もいない。（中略）野田佳彦首相は、県議選の結果を重く受け止め、実現不可能な辺野古移設を断念すべきだ」としています。
また、国政の焦眉の争点である消費税増税については、立候補者63人中、「条件付賛成」が12人、「反対」50人、「どちらとも言えない」1人だったことを紹介。「選挙結果は、『反対』が当選者の8割強を占めた。この結果は、野田政権が進める社会保障と税の一体改革にも、厳しい審判を下したと言える」と分析しています。 
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このニュースは県各界連および加盟団体へ送っています。ご活用お願いいたします。
























































































































































